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広島県庄原地域の底生有孔虫群集

野　　村　　律　　夫＊

　　　　　　　　Ritsuo　NOMURA

M1dd1e　M1ocene　benth1c　foramm1fera　from

　Shobara　area，H1rosh1ma　Prefecture

Abstra．ct

　The　strat1graph1c　d1str1but1on　of　the　m1dd1e　M1ocene　benth1c　foram1n1fera　from　Shobara

area，northeastem　part　of　Hlroshma　Prefecture，1s　exammed　Q－mode　c1uster　and　prmc1pa1

component　ana1yses　revea1four　b1otopes　such　as1mer　bay，11ttora1to　outerbay，m1dd1e　she1f，

and　outer　she1f　to　contmenta1s1ope　These　b1otopes　are　characterlzed　by　fol1owmg　assem－

blages：

　Imer　bay，A榊肋o刎α云06〃gzθ㈹5Assemb1age，11ttora1to　outer　bay，λ刎舳o伽αわo〃gzθ㈹∫一

No〃o〃θ肋sp．一H6倣伽α加肋gαθ〃∫ゐAssemb1age；H6伽ω加α加gα舳∫ゐ一Lθ〃此”伽αspp．

Assemb1age，and0γ〃o舳ぬ〃刎5o伽切∫一0必κ肋∫spp　Assemb1age，outer　she1f，ωzgθ〃舳

sθg〃〃oθ〃∫zs（s1）Assemb1age

　The　strata　contammg　no　foram1n1fera，wh1ch　were　depos1ted　on　upper　to　m1dd1e　contmen－

ta1s1ope，are　deve1oped　strat1graph1ca11y　above　theσsθg〃〃oθ〃∫z∫（s1）Assemb1age

　The　d1str1but1on　pattem　of　these　benth1c　foram1mfera1assemb1ages1s　sm11ar　to　that　of

Masuda　area，eastem　Shmane　Prefecture，suggestmg　the　common　h1story　of　the　M1ocene

sed1mentary　basm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lme（多井，1963．1985）の古生物学的及ひ古海洋学的

　　　　　　　1．は　じ　め　に．　　　　　　　　　意味の究明のためには群集帯の層位分布についてさらに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳細な情報が必要となっている．

　広島県庄原地域に分布する中新統は備北層群（今村，

1953）と呼ばれ，古瀬戸内地域の中でも代表的な層序を

なしている．また，多くの動物化石を産し，古瀬戸内の

古地理を考察するうえで古くより地質学的，古生物学的

に注目されてきたところでもある（たとえば，0TUKA，

19381今村，1953）．最近では，軟体動物化石群集を基に

して氏家（1976）や上田（1986）らが堆積環境を復元し

ている．一方，微化石では，TAl（1953．1959）によって

底生有孔虫化石帯が認められている．しかし，中国地方

に点在する中新統の対比基準とされるForam．Sharp

＊教育学部地学研究室

‘本論文は，底生有孔虫化石からみた中国地方の中新統

の生層序学的研究シリーズの一部として，数量解析に

よって堆積盆地内の群集分布を明らかにしたものであ

る．

2．地　質　概　説

　庄原地域に分布する備北層群は，西城川と市街南部の

丘陵地帯に広く露出している．白亜系の花陶岩・流紋岩

類を基盤として下部は礫岩・砂岩等の粗粒堆積物よりな

り，上部は細粒砂岩の薄層を挟在する泥岩よりなる．今

村（1953）はこのような備北層群を下部砂岩層と上部頁
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第1図　試料の採取位置図．

岩層（＝中部頁岩層，多井，1965）に区分したが，上田

（1986）はこれらに地層名を与えて，下部層を是松累層，

上部層を板橋累層としている．上田によると，備北層群

の層厚は是松層（以下本文では累層を層と略記する）が

60mで，板橋層が65mと見積られている．両層とも一般

的に10度前後の緩傾斜を示すほか，板橋層上部ではスラ

ンプ構造がしばしば特徴的に発達する．

　軟体動物化石（貝化石）群集の特徴は，是松層から八

尾一門の沢動物群（O肌M0T0andTERAcH1．1974；上田，

1986）が認められ，板橋層の下部からは東別所動物群の

要素が産している．また，是松層の最下部からは，マン

グローブ沼に特徴的なGθZo伽．（OKAM0T0and　TERA－

cHI，1974）が産し，中～上部からは大型有孔虫のρク脈

ω〃〃α60刎批〃肋切o〃6αの密集層（今村，1953）が

発達する．このような化石群集は備北層群が中期中新世

初期に相当する根拠となっている．

　　　　　　　　3．底生有孔虫化石

3－1．方法

　本研究では，備北層群の下部から上部にかけて採取し

た40試料の中で群集解析に充分な有孔虫化石を産した26

試料について検討した．試料の採取場所は西城川の河床，

板橋東，是松の西，及び宮内地域である（第1図）．これ

らの試料の層位は第2図に示した．宮内地域（通称貝石

谷）の柱状図は0KAM0T0and　TERAcHl（1974）および

岡本（1987）によって作成されたものを基にしている．

　岩石の泥化は，硫酸ナトリュウムとナフサ法を使った．

また有孔虫の摘出方法は200メッシュのふるいで水洗し

た残澄物より行った．群集の解析では，第1表に示した

タクサの中で，3％以上産出したものを選んだ．しかし，

保存の程度によ？て属レベルで一括したり，1）θ肋伽α

伽∫θ6肋　（ScHwAGER）とS〃o∫玄o〃θ〃α　Z砂〃〃Zα　（ScHwA・

GER）のように類似種同士で一緒にして検討したものもあ

る．このようにして絞られた39タクサについて実質的な

．解析を行ったが，本研究がシリーズの一部をなすことも

あり，解析の方法は従来通りのQモードのクラスター分

析を中心とした（たとえば，野村，1988）．また，主成分

分析によってクラスター間の空問的類似性も吟味した．

3－2．分析結果

　構成比類似度行列より求めたQモード分析結果は，古

環境の差異を示す5クラスター（試料群）に区分可能で

ある（第3図）．これらの5試料群内のそれぞれはO．6以

上の相関を有している．A試料群は是松層下部のみに存
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試料の採取層準．柱状図A－Eの位置は第1図に示される．

在しているが，E試料群では板橋層上部のみにみられる．

CとE試料群は板橋層下部に分布し，B試料群は8試料

よりなり是松層上部から板橋層下部にわたって存在す

る．

　このような試料群を産出個体数の多いタクサで代表さ

せると次のようになっている（第4図）．

　A試料群：λ舳刎o肋群集：構成タクサの数が少な

く，λ．女06ゐな杉〃s6s　（UcHIo）が57％，jV1肋6oゐ伽αθ〃sθ

FUKUTAが22％，そしてH嫡α刎sゐAsAN0が9％と産

出している．

　B試料群：Gα〃伽伽αspp．一L肋ガω伽αspp．群集；

膠着質穀種のGα〃伽舳sppを多く含むほか工伽肋〃一

伽αsPP．や1）θ〃〃伽α加sθ肋十S刎osカo吻θ〃α幼〃〃伽

のようにC，D，そしてE試料群に見かけられる要素も

含まれている．しかし，ム肋肋〃αsp．Aやσ吻θ7伽α

spp．のようなタクサは入っていない．

一0m

0

　C試料群：0〃o㎎ακ∫舳みo伽肋∫（REUss）一α肋肋s

spp．群集；α舳ろo伽伽8が28％と多産するほか，多く

の種組成より成る．

　D試料群：肋鵬肋α乞α物α㈱6s一工θ〃地〃伽αspp．群

集；突出した産出頻度を示すものはないが，H嫡α舳一

sゐ，ム舳此〃伽αspp．，そしてα肋肋s　spp．等が10％以

上産出している．

　E試料群：ω妙伽αsθg舳6o㈱ゐCUsHMAN　an吐

GALL1HER（s　l）群集，σ8θg〃〃o㈱zs（s1）とσ

仰oろos6肋αScHwAGERを一緒にしたタクサが27％と多

産し，L舳ガ6〃伽αspp．σ功励o伽肋，PZα舳伽αsp．A．，

そしてGツ”o〃z〃α07ろκ肋㈱d’ORBlGNYが10％以上の

産出を見せる．

　以上の5試料群の示す古環境をそれぞれのタクサの特

徴種によって考察すると，A試料群の有孔虫組成は内湾

ないし外洋に面した沿岸帯の環境を示す．このなかで，
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　　　　H－1
　　　　H■4

　　　　H－18
　　　　SB■3

　　　　SB口13
　　　　SB■31

　　　　SB－29
　　　　SB■32

　　　　SB■4
　　　　SB■6
　　　　SB・5

　　　　SBo12
　　　　SB026
　　　　SB－22

　　　　SB－23

　　　　SB27
　　　　SB－25
D－　SB－7
　　　　SB■11

　　　　H－14
　　　　SB■14

　　　　SBo15
　　　　SB－33

　　　　SB－17
クラスター分析結果．相関は構成比類似度による．

最も内湾的な環境はλ．云06雌御sゐのみを産するSB

－1（宮内地域）によって代表され，H－4，H－9，H－11

ではλ．肋ん紐刎Sゐのほかにy肋6o肋〃θ〃Sθ，H嫡俳

㈱ゐ，亙刎o刎伽〃㈱ゐUCHIOを随伴し外洋環境の程

度の大きかったことを示している．Gα〃砂伽spp

一ムθ〃伽〃伽αspp．群集，0〃o術ακs〃励o〃α燃一α狐

6肋s　spp．群集，そして肋〃2α〃α加　嫡α㈱ゐ一ムθ吻か

6〃伽αspp．群集はそれぞれ特徴種が現在大陸棚に生息

していることからして，陸棚中部の環境を示している．

またこれらの群集組成は暖流域に適応したものである．

ω伽伽αS昭舳6o㈱差S（S．1．）群集は陸棚外縁部以深の

環境を示し，寒冷水型の要索を含む．また備北層群最上

部の有孔虫を産出しない層準は大陸斜面中上部の環境と

対応している．

　クラスターを形成しなかったH－14は肋倣ω肋

惚α舳sゐが54％，1V；o〃クo〃肋6o肋舳郷θが20％と産し，

A試料群の群集と且娩α㈱ポムθ〃o〃伽αspp．群集の

中問的特徴を示す．H－18は〃o〃タo〃θ〃α　sp．とλ．あo－

6ゐ紐θ〃8ゐが合わせて77％産すほか肋〃2ω肋嫡αθ〃一

∫ゐを伴い，A試料群のそれに近似する．

SB－33はκ肋o肋〃㈱θが32％産するほか，陸棚ない

し外部のω紐伽αとλ妙肋oη刎ヵ肋S〃舳刎∫ゐ

（AsAN0）を42％産す．西城川の是松層下部にみられるこ

れらの3試料は湾口ないし沿岸域から陸棚中部にかけて

の漸移的な堆積環境を示しているものと考えられる．

　SB－12とSB－26はムZ伽肋〃αsp．Aを特徴的に含むも

ので他の随伴種はλ舳刎o舳閉伽云α（ScHwAGER），S瞥

〃o〃o畑s伽α肋舳αクTAIそしてλ．ヵ肋s〃〃α肋8ゐ等

の陸棚中部の群集よりなる．ムZα〃肋〃αsp．Aは北方系

の要素であり，暖海環境の陸棚中部にパルス的に進入し

たすくなくとも2回の冷水塊の存在を示していると考え

られる．短期問の寒流の影響は軟体動物群集によっても
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第5図　第2と第3成分の因子負荷量でみた試料群と非クラスター試料の分布．破線内は湾口～沿岸浅海性の群集組成

　　　　よりなる．

すでに指摘されている（氏家，1976）．しかし，試料の採　　　た様子が伺われる．しかし，盆地西部（Bノレート）では

取方法や解析方法などの違いにより明瞭な対応関係をな　　　湾口～沿岸部的な環境がより長く継続している一方，盆

すにはいたっていない．また是松層中部のSB－33でも　　地東部では陸棚環境下で温暖群集である肋倣舳励

ω細伽α類が多産していることから寒冷水の影響が暗　　　娩α㈱ポ五θ励ω伽αSpp．群集の発達がみられる．

示されるが，上記のムz伽肋肋で示されるほど明確では

ない．SB－17は変形の著いハ㈱θ励o加αspp．を55％含　4．考察

む．随伴種として3桃α伽αsp．Dとλ．ヵ肋8〃舳6郷ゐ

があげられるが，種類がきわめて少ない特徴がある．

　次に，5試料群を主成分分析結果から検討すると，第

2軸が古水深に関係した成分として，第3軸が暖寒の程

度を含めた陸棚ないし斜面部における環境差として抽出

される（第5図）．すなわち，第2軸はO．8以上の因子負

荷量を有す内湾ないし沿岸浅海性のA試料群と負ない

し小さな因子負荷量からなる陸棚ないし斜面部のB，C，

D，E試料群が対置し，クラスターを形成しなかったH

－14，H－18，SB－33が前述したように両者の中問的な環境

を示す分布形態となる．したがって，λ舳刎o肋群集に関

し群集組成からみてより内湾性の強いSB－1と外洋に

面した湾口～沿岸浅海性のH－4，H－9，H－11とは区別

し，後者はさらに上述の非クラスター試料（H－14とH

－18）と類似した環境下の帯集として捉えたほうが妥当と

みられる．このような是松層下部の溝海性の群集を

λ刎〃o励一肋伽ω肋嫡α㈱ゐ一州o〃o〃θ〃αsp．群集

とする．またこの図からBとD試料群は類似した古環

境を示すが，さらに一方の類似したCとE試料群とは異

なった分布を示している．なおこれら3成分までの累積

寄与率は全分散の62％である．

　以上のような試料及び試料群の層位的分布は第6図に

示され，群集からみても盆地全体に海侵が発達していっ

　TA1（1959）は庄原地域の化石分帯を3区分し，下位よ

りΦθκ〃伽α一R0肋肋（＝λ刎刎0肋）一〃0〃0〃群集，

Robu1us（：工舳ガα〃加α）一Ro加κα一E〃φso〃o∂08α〃α（＝

S〃osわ㈱〃α）一助o〃〃θs（二0〃o術α眺）群集，そして

亙0ろ〃〃∫一肋〃伽0肋θ肋一σ0細7肋α一助0〃肋∫一α伽肋S

群集を定めている．これらの群集帯は西城川に沿って採

取された試料に基づいているものであり，本研究のAと

Bノレートに採取層準が対応する．したがって，本研究で

得た結果と対比させるとλ吻刎o肋一肋〃2α〃oタα一！V；o似

o〃θ〃群集が0μκ〃伽α一λ榊刎o肋一No〃6o物群集に，

Gα〃ψ舳一ム舳〃6〃〃〃α群集がム舳κ6〃〃〃α一S〃os一

云o肋〃α一0〃o舳〃8群集に，そして0〃o㈹〃s舳一

ろ0〃α加S一α肋肋8群集がムθ〃伽〃伽α一〃〃伽0チチ〃Zα

一σo細伽σ一0〃oκακs一α肋〃θ∫群集にそれぞれ対比

可能である．ω細伽αsθg舳6oθ〃sゐ（s．1．）群集は板橋

付近の備北層群の上部で得られた試料に基づくものであ

り，TA1（1959）によっては明瞭に認識されていなかった

群集である．

　今回得られたこれらの群集は少野村（1988）でふれて

いるように島根県益田地域の場合ときわめてよくにた組

成及び層位分布を有し，かつまた類似の盆地発達史を反

映していることが明確になった．すなわち最下部群集は
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第6図 底生有孔虫群集の層位分布．

70㎜

0

貝類群集でも従来から繰り返し指摘されているような熱

帯ないし亜熱帯性の内湾ないし潮間帯群集に対応し

λ刎刎o励一肋伽舳αか1V；o〃o〃θ〃α群集のなかのλ刎一

刎o励群集がこれに当たる．陸棚中部では益田地域の

α肋肋SカSθ〃0舳8θ7あ〃〃S一肋倣舳αづα玄姻α㈱ゐ群集

に対して庄原地域ではGα〃閉肋α一ムθ〃ガ6〃伽α群集，

肋倣ωαか五舳此〃肋α群集，そして0〃o舳κs一α休

6肋S群集が発達する．また有孔虫の産出しなくなる層

準の下位にはω紐伽α群集が共通して発達している．

したがって益田地域の場合と同じく庄原でもForam．

Sharp　Lineの出現する層準は斜面中上部での環境変化

を示したものであり，変形したF㈱θ励o伽α等の種数の

急激な減少は溶存酸素を欠いた海況と対応しているもの

と考えられる．板橋層の上部に特徴的な薄く剥離性のあ

る泥岩は還元的な環境を示唆しているが，堆積盆地の形

態が強く深層水の性質を支配した結果と考えられる．

　Foram．SharpLineに至るこのような盆地内の環境変

化はσ砲θ7伽α群集の発達のように深層水の寒冷化と

あいまっていることも注目される．しかし，渡部・石垣

（1986）による庄原盆地の東約25kmに位置する東城地

域の例では有孔虫の産出しなくなる層準としての

Foram　Sharp　L1ne直下の特徴種に肋伽舳spp，肋一

2α伽α舳昭伽α切Wo6oSα7加等が多く，ω妙伽α類が

必ずしも個体数の上で注目されるべきタクサとなってい

ないように思われる．このことは東城地域における

Foram．SharpLineが益田地域や庄原地域とは異なった

層準に出現していることを意味しているかもしれない．

しかし，古水深に関する限りほぼ同じような結論に達し

ており彼らのデータを考慮する隈りσ晦θ伽α群集の

発達に盆地間での差を考慮しなければならないことにな

る．

　おわりに試料採取に同行されるとともに貴重な柱状資
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